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発問を中心とした考える力を養う地理授業

「太平洋の島々」における実践-

1 はじめに

周知のように， 平成ノじ年版学宵指導要領は

新しい学ノJ制にウ;った能力の育成を 11指して

いる O 新しいγ:ノj観とは，日ら学ぶ怠欲や能
力，思考))，判断ノ)，ぷ現ノ]などを学)Jの広

木とするものである。そして高等学校では地

問Aと地FHBという新科1iが登場し，新しい

学力観に丘った地問!授業の創造が叫ばれ，す

でに地開教育関係者によって様々な夜業の L

犬やアイデアが'1:.みIt¥され発表されてきた 1)o

これらの L大やアイデアを年間の授業のqJ
に取り込むのもよいだろう O しかしf迂1111の授

業に対して特別な準備をすることは，学級経

営や部活動て~.;を~.えると難しいし長続きしな

いものである O それも大切だが，多くの教日ifj

が一般的に行っているであろう教科書を市川j

した授業について，点検しl白すことがより重

要だと考えるO

兵庫教育大学教授の右目一彦先生は「私の

手元に届く尚校の先生)jの授業指導案には指

導案の体をなしていないものも多い」と指摘

する O すなわち「指導案に不可欠な『教師の

発問』と「子組される生徒の答え」さらにそ

れから発展する rn¥J~叫を解決するという問
題解決学宵のプロセスが描かれていない授業

指導案が多い」としている 2)O

この万葉には!又行させられた。筆者は今ま

で「教師の発I1UJについてあまり深くJ5・えず
に授業をしてきた。 II叶の授業について思い

つきのような発問を数|口lする程度で，受験指

導という名のもとに知識注入に時間を費やし

てきたのである O

問題解決学刊の実施については， トレ ニ

ングできていない筆者にはまだ難し ~)o また
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受験ということをィ考えると， 1恨られた時rBJr付

である程度の知識を教えることは欠かせない。

そこで各種の発r1\Jを、ド素の授業の Q'1こ l汁 [rlJî(ý~

に組み込むことによって，生徒を主体とし，

生徒が臼ら身えるノ]を養えるような授業に一

歩でも近づけないだろうかと考え，平成7年

11月， I太平洋の品々」という研究段業を校

内で'夫施した。

2 地理学習指導案

(1) 対象 3 {f 1組(浬系男子40名)

3 "f 5和1(埋系男子40名)
3 {f 9・10組(文系久子"23:7'，)

研究授業は5組と 9・10組で実施した。

(2) 単忌太平洋の島々

(3) 指導計l両(3時間)

① 太平洋の品々の概要とパラオ共不[JII~I に

ついて開解させる ...2時間

② NHK特集「ミクロネシアJを視聴し

て自分の考えをまとめる …1時間

(4) 使用教材等

-教科書『高校地理陛界の諸地域初訂版』

(i帝国書院)

-地図|帳『新詳，t:J等社会科地図五riTJtJ;(J

(帝国書院)

・オセアニア州の掛図と付筆

・実物のココやしとコプラ， コプラを原料

とする石けんや洗剤

・写真「南太平洋の島の食事」

(地理・地図資料1992年3月号)

・写真「ナウルのリン鉱石採掘，ニューカ

レドニアのニッケル工場」

(週刊朝日百科開界の地理89号)

・プリント「パラオ共和国独立の 1;~'lÇJ 



(朝日新聞1994年10月1日夕刊)

-視聴覚教材「ミクロネシア~核戦略に揺

(5) 学習指導過程

①第1時

れる楽園J(NHK特集1987年放送)
.ビデオ視聴時の問題用紙

学習活動及び学習内容 指導上の留意点

導入| ・太平洋の島々(ここではオーストラ リアと

10分|ニュ ージーランドを除くオセアニアを指す。

以下同じ)の位置を確認する O

《発問 1}太平洋の島々について知って

いることをひとことで答えなさし」

《発問 2}現在，太平洋の島々には多く

の独立国がありますが，その中でAPE
Cに参加している国を挙げなさい。

(答:パプアニュ ーギニア)

《発問3}現在フランスが核実験を行っ

ているのは何島で，太平洋のどの辺りに

ありますか。

(答:ムルロア環礁，南東太平洋)

-掛図で確認する。地域区分までは触れず，

簡単に位置を確認する程度ですます。

-次々と当てることによって，できるだけ多

くの生徒から聞き出す(以下の質問も同じ)0

・この地域に対して， I観光地JI楽園JI珊
瑚礁」といった程度の知識しか持っていない

ことに気づかせる O

.APEC大阪会議の直後ということでこの
ような発問をするo AP E Cという名称にも
かかわらず， 1か国しか加盟していない現実

に注目させる O

-ムルロア環礁は知っていても，位置につい

ては知らないことに気づかせるO

-以上の発聞によって，太平洋の島々に対す

る生徒の興味関心を高めてし、く O

展開| ・太平洋の島々について概説する O

35分

(1) 三つの地域(文化的身体的特徴で区分)

メラネシア(黒い島々)...例 アボ リジニー

ポリネシア(多くの島々)…例 マオ リ

《発問4}日本で活躍しているポリネシ

ア人の名前をあげなさい。

(答:小錦，曙，武蔵丸，ラトウなど)

ミクロネシア(小さな島々)...ポリネシア

に類似

(2) 自然

気候…熱帯雨林気候，赤道低圧帯，貿易風帯

A
は
I

-以下，板書しつつ進める O

-地域区分図を板書する O

・アボリジニーは教科書の写真で確認する O

-相撲やラグビーで活躍している人々からポ

リネシア人の身体的特徴を把握させる。

-自然、については深入りせず，すでに学習し

たことを使って述べる程度にとどめるO



地形…陸島(環太平洋造山帯，ニューギニ

ア島やマリアナ諸島など)

海島(火山島と環礁，ハワイ諸島や

ムルロア環礁など)

《発問5}一般的にいって火山島は環礁

よりも生活しやすいのですが，その理由

を考えなさし'0
(答:火山島のほうが土壌が豊かで、水が

得やすいので)

(3) 伝統的生活様式

〈発問6}太平洋の島々の代表的作物を

挙げなさい。

(答:タ ロいも，ヤムいも，ココやし)

焼畑農業等 …ヤムい も， タロいも，バナナ

などを掘り棒で耕作

樹木作物採取…ココやし(コプラは商品作

物として重要)，ノfンの木

など

《発問 7}コプラを原料とする製品(商

品)を挙げなさし'0
(答 :石けん，洗剤， ココナツ， 1ナタ

デココ」など)

漁業…アウトリガーカヌ ー， 各種の伝統漁

法

《発問 8}人々の伝統的な料理の方法に

ついて説明しなさい。

(答:石蒸し焼き料理について述べる)

まとめ |・本時の学習のまとめと次回の予告をする。

5分
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-地名は常に掛図で指し示すとともに，地図

帳で確認させる(以下同じ)。

・環礁、も海底に火山があることを教科書の珊

瑚礁模式図で確認しておく O

-やや難しい発問だが，火山島と環礁の自然

条件の違いから考えさせる O 太平洋の小島の

厳しい自然について理解させる O

-タロいもやヤムいもなどは世界の農業のと

ころで学習ずみであり，易しい発問であるO

-教科書-の写真でヤムいもとタロいも， ココ

やしを確認する O

-コプうからできた石けんと洗剤を見せ， コ

プラが身近な存在であることを理解させるO

・ココやしとコプラを回覧し，実物に触れさ

せる O

・教科書の図でココやしの利用法を確認し，

「生命の木」といわれる理由を理解させるO

・アウトリガーカヌーは黒板に図示し理解さ

せる。

-石蒸し焼き料理の写真を回覧する O

-石蒸し焼き料理は栄養的に優れており，燃

料や調理用具としても自然、をうまく活用して

いることを理解させる O

-特に，伝統的生活様式が自然、を巧みに活用

したものであったことを確認し，次回はそれ

が現代までにどのように変化したかを学習す

ると予告するO



②第2時

学習活動及び学習 内容 指 導上 の留 意点

導 入| ・前回の学習のまとめと本時の学習の概要を| ・掛図を利用し簡単にすます。

5分|説明する。

展開| ・太平洋の島々の概説を続ける 0

45分

(4) 歴史

16世紀 → 17世紀 → 18世紀 → 19世紀

スペイン オランダ英仏

(5) 現状

分割競争

《発問9>現在，太平洋の島々には独立

国がいくつあると思いますか。

(答:12か国)

1962年西サモア独立 (NZ信託統治領)

1994年パラオ独立(米信託統治領)

パプアニューギニアを除く 11か国

…面積6.45万krrl，人口174万人

《発問10>12の独立国で最も一般的なー

語と宗教を答えなさし、。

(答:英語，キリスト教)

すべて英米豪NZからの独立国→ 欧米的生

活様式が一般化

-歴史は概略にとどめるO

-各国が主にどの地域を領有したかを黒板に

図示する。

-最初は地図帳などを見ずに答えさせるO 数

人に尋ねた後，地図帳で確認させる。独立国

が12もあることに注目 させるO

-掛図上の12か国のところに付筆(メラネシ

アは黒色，ポリネシアは赤色， ミクロネシア

は黄色)をつけて全員で確認する。

-北海道の面積 (7.8万krrl)や神戸市の人口

(148万人)と比較し理解させるO

-欧米によ る植民地支配から考えさせるO 過

去の伝統的生活様式と現在の生活様式の違い

に注目させるO

消費財の多くを輸入 →大幅な貿易赤字に | ・地図帳の統計で確認させるO 国によ って国

→ 旧宗主国の経済援助に依存 |民所得や貿易額にかなりの差があることに気

〈発問11>ナウルは12か国の中で 1人

りGNPが最高 (89年約 1万わけです

が，それは何という資源によるのでしょ

うか。

(答 :グアノという燐鉱石)

その他重要な輸出品の例
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づかせる O

-例外としてナウルを取り上げる。グアノと

は海鳥の糞が堆積してできたもので，オース

トラリアやニュージーランドの農業の発展に

貢献してきたことを述べるO

・ナウルの燐鉱石採取の写真を見せ，今世紀

中に資源の枯渇が予想される点に注意させるO



フィジーの砂糖(インド系移民が労働力)

ニューカレ ドニアのニッケル鉱(仏領)

パフ。アニューギニアの銅鉱と木材(日本へ

輸出)

-パラオ共和国について説明する O

《発問12}一般にパラオの高齢者は英語

以外に何語を話せるでしょうか。またそ

れはなぜでしょうか。

(答:日本語， 日本統治時代の日本語教

官による)

(1) スペイン統治時代→ ドイツ統治時代

→日本統治時代→アメリカ統治時代→

1994年独立

《発問13}現在パラオの多くの人々は，

各時代を比較して，どの国の統治がよい

ものと考えていると思いますか。またそ

れはなぜでしょうか。

(答:日本，アメリカのズーセオリーと

比較して説明する)

《発問14}一般にパラオの人々の主食と

副食，調理時の燃料はなんでしょうか。

(答 :米と缶詰，石油)

(2) アメ リカの経済援助と非核憲法の凍結

まとめ|・本時のまとめと次回の予告などをする。

5分
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-ニューカレドニアのニッケル工場やフィ ジー

のさとうきび畑の写真を見せる O

・各国と，旧宗主国や日本との関係について

簡単に述べるO

-パラオ共和国を事例として， 太平洋の島々

の現状と問題点を理解させるO

-パラオ支配の歴史から考えさせる。戦前，

日本はミクロネシアを南洋群島と呼び，パラ

オの首都コロールには南洋庁が置かれていた

と述べる。

-国名はクイズ的な発問であるから，多くの

生徒に答えさせるo

・各時代の統治の特徴を簡単に説明するO 特

にアメリカの行ってきたズーセオリー(動物

園政策)について述べる O

-パラ オの歴史やアメリカのズーセオリーか

ら考えさせるO 米食の習慣は日本統治時代に

定着した ものであり，米 ・缶詰 ・石油とも，

アメリカの援助に頼っていることを述べる O

・パラオ独立時の新聞記事を配布し， 読ませ

るO 非核憲法を凍結し， 軍事防衛権を委譲し

てでも経済援助を必要とするノfラオの国情を

理解させるo

-まとめとして，太平洋の島々の経済的自立

が容易ではないことを述べ，経済的自立の方

策を各自で考えるように指示するO 次回は視

聴覚室でNHK特集「 ミクロネシア」を見る

と予告する (授業の用意も持参)。



③第3時

学習活動及び学習内容 指 導 上の留 意 点

導 入 |・問題用紙を配布し，本時の学習の概要を説 |・視聴覚室にて行う O

10分 |明するo ・これか ら視聴するNHK特集 「ミクロネシ

ァ」について掛図で簡単に説明し， ビデオを

見ながら問題を解くよう指示する O

展 開 |・ビデオを見ながら問題に答える。

35分
「ミクロネシア」は45分番組だが，伝統的

生活が残るプルワ卜 島と米軍基地労働者が住

むイ パイ島との対比が鮮やかな前半部分 (約

25分)を見せるO

-生徒をビデオに集中させるため，問題用紙

を用意 した。各問題はビデオ視聴を妨げない

程度の簡単な内容にしてある。

問題用紙の内容

《問 1~ プルワ卜の人々が利用している船を何といいますか。

(答:アウトリガーカヌー)

《問2~ タロいもは島のどこに植え られていますか。

(答 :島中央の湿地帯)

《問 3 ~ 現地語でチープネグ(パ ンノキの実)とはどのような意味ですか。

(答 :子どもよ泣くのはおよし)

《問 4 ~ 現在 フ。ルワトはどのような問題を抱えていますか。

(答 :人口増加による慢性的食料不足)

〈問 5 ~ イ パイの人口 は何人で，そのうち基地労働者は何%ですか。

(答 :8000人以上，8 %) 

《問 6 ~ イ パイの海がきわめて汚染されてい る のはなぜですか。

(答 :下水道が全く整備されていないため)

《問 7 ~ 最近イパイで増加している疾病は何ですか。

(答 :成人病やチフスなどの伝染病)

-太平洋の島々が生きる道としてはどのよう| ・最後のまとめとして， 10分程度で各自の考

なものが望ましいか，また日本はどのような|えを問題用紙の余白にまとめるO

援助ができるかについて自分の意見をまとめ

るO

まとめ |・問題用紙を回収し，次回の予告をする。 -時間内で自分の考えをまとめきれなかった

者は次回の授業で提出するように指示するO5分
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(朝日新聞1994年10月l日夕刊)プリント 「パラオ共和国独立の記事」

パラオ共和国独立
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防
衛
権
を
米
国
に
移
管
す
一
行
っ
た
八
回
目
の
住
民
投
票
で

-

と

話

し

て

い

る

が

、

冷

戦

構

造

が
崩
壊
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

パ
ラ
オ
共
和
国
太
平
洋
の
一
収
入
源
だ
。
日
本
の
統
治
そ
経

一

の

基
地
撤
退
、
グ
ア
ム
の
兵
力

二
百
余
り
の
小
さ
な
島
々
か
ら
一
て
、
一
九
四
七
年
か
ら
国
連
の
リ

な
り
、
全
面
積
は
約
五
百
平
方
一
米
信
託
統
治
領
。
八
一
年
、

日

間
減
な
ど
太
平
洋
地
域
か
ら
の

J
。
ベ
ラ
ウ
と
も
よ
ば
れ
て
い
一
治
政
府
が
発
足
。
ク
ニ
オ
・
ナ

-
軍
事
撤
退
が
相
次
い
で
い
る
米

る
。
人
口
は
約
一
万
五
干
人
。
一
カ
ム
ラ
大
統
領
の
父
親
は
三

重

悶

は
、
将
来
に
備
え
て
パ
ラ
オ

観
光
と
小
規
模
な
漁
業
が
主
な一

県
出

身

。

を

基
地
と
な
り
う
る
場
所
と
し

て
確
保
し
た
こ
と
に
な
る
。

【
コ
ロ
ー
ル

(パ
ラ
オ
)
1
日
U
鈴
木
健
】
阿
辿
に
よ
る
世
川
什
で
最
後
の
信
託
統
柄
領
だ
っ

た
パ
ラ
オ
央
和
国
は
一
日
午
後
一
時
一
分
(
日
本
時
間
間
)
、
信
託
統
治
し
て
い
た
米
国
と
の

「自
由
連
合
協
定
」
が
発
効
し
、
独
立
し
た
。
パ
ラ
オ
は
骸
兵
端
の
使
用
そ
禁
じ
た
非
紘
溜
訟

を
持
っ
て
い
る
が
、
経
済
援
助
と
引
き
換
え
に
米
固
に
軍
事
・
防
衛
権
を
移
管
す
る
こ
と
に
伴

っ
て
、
非
核
条
項
を
凍
結
し
た
。
し
か
し
、
住
民
の
聞
に
は
反
核
、
反
軍
事
基
地
化
の
意
識
が

ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

非
核
憲
法
を
凍
結

パ
ラ
オ
は
自
由
辿
合
図
と
し

て
独
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自

グアム島

大
統
領
が
独
立
宣
言

{
コ
ロ
l
ル

(パ
ラ
オ
)
1

「こ
の
状
態
は
本
当
の
独
立
で

は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ナ
カ
ム
ラ
大

統
領
は
「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
l
米

国
務
長
官
か
ら
、

有
事
の
時

か
、
パ
ラ
オ
が
防
衛
を
依
頼
し

た
時
し
か
、
米
国
は
軍
事
力
そ

行
使
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

独
立
記
念
式
典
に
参
列
し
た

ネ
グ
ロ
ポ
ン
テ
駐
フ
ィ
リ
ピ
ン

米
国
大
使
も
「
現
在
、
い
か
な

る
基
地
そ
造
る
計
画
も
な
い
。

東
南
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
焦へ

白
川
鈴
木
健
】
パ
ラ
オ
共
和
国

の
ク
ニ
オ
・
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領

は
一
日
午
後
、
首
都
コ
ロ
l
ル

の
球
場
で
行
わ
れ
た
独
立
記
念

式
典
で
、
「
き
ょ
う
パ
ラ
オ
は

信
託
統
治
と
い
う
安
全
な
港
か

ら
、
国
際
社
会
の
新
し
い
家
族

の
一
員
と
し
て
旅
立
つ
。
我
々

は
国
際
社
会
と
の
関
係
を
進

展
、
強
化
さ
せ
た
い
」
と
独
立

そ
宣
言
し
た
。
「
我
々
は
我
々

の
決
断
と
結
果
に
寅
任
を
も
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
意

そ
表
明
し
た
。
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といえる。生徒の考える力を養成

する授業を目指すならば 1時間

の授業の中に関係の『推理』とな

る適切な発聞を数題は配置するこ

とが必要不可欠である。また，そ

の場の思っきでこのような発聞を

することは難しく，事前に十分な

準備が欠かせない。

授業風景(ココやしとコプラを手にした生徒)

第二は，発聞を用意する際に，

ヒントまで十分考えておく必要が

ある。発聞を組み込んだ授業は，

やたらと時間がかかってしまう O

発問が知覚による『判断』に該当

3 授業の考察

本授業は，従来の授業の中に発聞を計画的

に組み込むことによって，教師主体の知識伝

達型の授業から生徒主体の考える授業に少し

でも近づくことをねらいとしたものである O

よってここでは発聞を中心に授業について振

り返り，課題などをまとめておく O

第一に，考えさせる発問作りの難しさとい

うことである O いったい「考える」とはどう

いうことを意味するのだろうか。伊東亮三氏

は次のように定義しているの O

「ほんらい『考えるJr思考する』という
はたらきは2つの意味をもっている。第一の

意味は，事実，事象を見たり聞いたりしたこ

とから簡単なことを知ること，すなわち簡単

な知識をうることで，それを知覚による『判

断』といい，その判断の結果を命題とか情報

という。 …略…『考える」ことの第二の意

味は，いろいろな知識や情報の聞にどんな

関係がなり立っかを見つけることであって，

これを『推理』という。それはいろいろな判

断を前提として，それから新しい判断を結論

として導き出す思考の形式である。」

この区分を採ると，関係の『推理』といえ

るのは5・10・12・13・14の5問であり，そ

れ以外は知覚による『判断』のレベルにある

するような簡単な場合はともかく，

関係の『推理』の力を要求するような難しい

発問となると，正解は簡単には出てこない。

本授業でも上記の 5問は生徒にとって難しく，

時間の都合で筆者が答えてしまった場合もあっ

た。

しかしこのような難しい発問の場合でも，

教師が簡単に正解を与えてしまうのでなく，

できるだけ生徒に正解を答えさせたし、。その

ためには，正解に導くような適切なヒントを

生徒に与えていくことが必要である。難しい

発問に答えることができた時，生徒の喜びは

大きく，授業に対する意欲や関心は高まって

いく O 今回の授業では，ただ単に発聞を用意

するだけではいけないことを痛感した。

第三に，いきなり本題に入ったり，または

教師による一方的な導入をするよりも，適切

な発問による導入がその後の展開に非常に有

効である O

先に発問5・10・12・13・14以外は知覚に

よる『判断』に該当すると述べたが，その中

で発問1"'-'3などは，授業の導入としてかな

り有効だったと思う。発問1に対する生徒の

答えは，グアム・タヒチなど=珊瑚礁に固ま

れた南海の楽園，のような観光案内書レベル

のものが多かった。またAPEC加盟国やム

ルロア環礁の位置となると，当時大きな話題
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となっていたにもかかわらず，ほとんどIF.併

はないの十ぷで， '1:.従に太平洋のことをほとん
ど矢11らないことを強く l乱識させることができ

た。これによって授業に対する'1:.従の興味|対
心が本I1、川:Jまったように!ιぅO
そして筑間に，允川を[11心とする授業に対

する生徒の，i判，!liは概ね好，i、vであったことであ
るo 311!j[l¥JのJ受業の後， '1:.徒全L1に感処!を汗
かせてみたところ， -'ì~l~に次のような内科が

みられた。

「とても街皮の濃い授業でおもしろかった

けど，ずっとあんなのだったらしんどいだろ

うと!ιった。」
1'1::徒に允ぷさせていたが，むしろ??段の
段業でもいいと思った。」

彼らは，授業[11，常に指名されるかもしれ

ないという緊張感で波れてしまったようだ。

だが， これは生徒の側に問題があるのではな

く，平井三-から I講義JJJ~i の -)j通行的授業をして

きた草花ーの丘ffといえるO ひたすらノートを

とるような授業を受けてきたため，一斉I~の生

徒はJ5・えることを要求される授業に，flj食らっ
てしまったのだろう O

大多数の!長江!を集約すると次のようなこと

になった。

「クイズ、形式(平行注:f受業では，生徒を

リラックスさせようという，立以|から，允問と

いわずクイズと呼んでいた)だと，以に残り

やすくなります。ただノートをとって党える

よりも， r f'I分でイ考える』というのがいいの
だと思います。」

「ぼくは発点する機会はなかったけど，先

生が質問jするたびに，その荷j~J支 ci 分で忌凡を

イ考えたつもりなので， とても集rllして授業を

受けることができた。ちょっとクイズが難し

すぎてT.が山なかったけど。」

't:.徒は ['1 ら~・え，発ぷできるような授業を

望んでいることが明らかであるO そのために

は， コンピュータの使)11など新しい教授)j法

の開発も大切ではあるが，発!日!というオ ソ

ドックスでぷ本的なT.iよーを[f:D等学校の授業の
Ijlでもっと凡!内:していくべきである O

さて，授業で発川以外にイj効だった実物教

材と掛|苅放び、写tiの川覧についてrh2しておこ

つO

実物教材としては， ココやしとコプラが強

く生徒の関心をづI~ )たようだ。

「実際にコプうをさわれてとても印象深し、。

~1;'Jjh に人ったものは漏れてベタベタしてたけ

どそれは加の製法が忠しゅ=らとわかった。」

たぶんこの生徒はコプラを使った地理授業

を忘れることはないだろう O どこにでもある

物は別として，珍しい実物教材については，

できるだけ収拾しておく必要性を感じた。な

お， ココやしとコプラなどは，本校理科教諭

の北村也、J，む先生から作イlfしたものである O
ここに記して御礼申し上げます。

掛凶は普段の授業でも常に活用しており，

地問の授業には欠かせないものである O 今[叶

は地以|上に色別の付筆を付けてみた。これに

よってポリネシア・メラネシア・ミクロネシ

アの12か|司を太平洋 Ltこ識別することができ

た。実に簡単な r夫だが，視覚的効果は大き
かったと思う O

写真(雑誌などに掲載されているもの)に

ついては，教壇 I二から見せるだけでなく，い

つも全性徒に回覧するようにしているo [司覧

すると雑誌や本はどうしても痛むし，効果が

あるのだろうかという疑問もあった。しかし

生徒の感想の中に次のようなものが何点かあっ

た。

「研究授業だけに限らず，いつもの授業の

ときもだけど，よく資料とか写真のついてる

のとかを同してくれるのがすごく好きです。」

実物教材とIIiJ様，写真も生徒ひとりひとり

が子にとってじっくり眺めるようにすること

が効果的であると再認識した。

4 おわりに

この授業はIH学tl>1指導要領による第3学年



地1'H(4 rp.位)の 3 クラスで行った。新学1~~J

指導~何iが実施されている!Xj2学年地1'Hで行

わなかったのは，望者がそれをflrIiしていな

かったからである。また， ，~，. 3 lI!illUの指導I汁

pllIのうち，研究授業として公開したのはZH1 
11与である O

、li初，参佑l!i'に対してm志したのは， 1" li)f 
究授業メモ」という名前の前jtれなレジュメで

あった。本杭を作成するにあたり， I'f)支授業

ÎJれを検，i-lし"fIし，修IEをJJflえ，できるだけ
ぶしい指導案を作成した。指導案の iij:き)jが

未熟なため，解りづらいところが多いと出う

が沈!i・1諸氏に多くのご批判をいただき，少

}王

1 )例えば， i;比洋文降ほか(1991)r新r"J校地J1H段業の
1".)ょとアイデアJ. ， lJ ノト ;I~:IVG ， 252 p. 

2 )平成6年度，JLjìYI~地 [x:高等学校地PH片手史料・公L(fl研

修講州地PH分科会報公.兵庫地上IH，10. p.75 

3) {)f点先:ほか(1982): r述成[1標を|リl確にしたや|会
H授業改造人IIIJJ 明治|ヌI~: ， pp.35-36 

しでも 1'1分のJ受うたを卜注させていきたいとィ号

える O

1u後に， このような州究授業の'た践を!よい、
収ったのは， 平成 7 'r 1~9) j， l只ミ)，川州lイ巾iド{リ川リ仏0 ，~ \~ι/よ;教介訂角i州研り川叶f : 

1修筆!所列折-でのlU“心旬置;Vg4j内1シ、?校地1'1川'1引11片断再!史〉よどlた:科 (οI山山1'1刊11の!り)羽教(f守乍]
jド川内λ4併i巨モを叉受，li非，¥佐i昨fしたl際際， 只)，jリIL教育安11会指導 L'ji:

の総本雌!と ~A/I:.や只)，ド教ltT大学教J受の!除 Jf:広

よj'L/I:.の，lbi義をtl~ lfJt( し，大いに)，呼允されたこ

とがきっかけである O とくに， IJ事JI:jt/I:.のl溝

手長 11付託1]: の ~I~Iパラオの Ikll際化|からは，発

川を1¥1心とする授業の桃忽!や，発川12"-'14な

どパラオJtflilkl について iII 弔なご教/J~を妓い

たo lUしてお:人に)，メく佐IJ礼111し1..げます。
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